
都立小金井工科高等学校 グランドデザイン 
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【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

育成すべき資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３  
目指すべき 
生徒の将来像 

知
識
・
技
能 

(

何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か) 

基礎学力 
各教科・科目の授業に参加できてい
る。 

定期考査や小テスト等で、６割以上
得点できている。 
一つ一つ指示に従って実習作業が
できている。 

定期考査や小テスト等で、８割以上
得点できている。 
見通しをもって円滑に実習作業がで
きている。 

 

思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
他
者
と
協
働
し
、
そ
の
時
代
に
貢
献
で
き
る
社
会
人 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力 
先生や周囲の生徒の話を聞くこと
ができる。 

先生や周囲の生徒の話を聞いて、相
手の伝えたいことが理解できる。 

自分の気持ちを適切に表す言葉を知
っている。 

主体性 
小金井工業に自分の居場所がある
ことを理解している。 

気持ちは、自分を取り巻く環境に影
響されること知っている。また、そ
の環境は人のせいにしても何も解
決しないことを知っている。 

困っていることや悩んでいること、
聞いてほしいことを先生や友人に話
すことができる。 

自己理解 

自己管理能力 

食事や睡眠、手洗い・うがいなど、
自分の健康衛生管理ができている。 

時間割や行事など、学校の予定を把
握できている。 

時間割や行事など学校の予定を把握
して、見通しをもって準備し、行動
できている。 

ｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ 

能力 

何のために学ぶのか、何のために働
くのか、自分の答えをもっている 

就職や進学などの卒業後の進路に
ついて、具体的にどのような選択肢
があるか知っている。 

就職先や進学先の候補を調べる方法
を知っている。また、調べることが
できる。 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等 

(

知
っ
て
い
る
こ
と
・
で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か) 

基礎学力 

教科・科目の学習を進めていくため
に、どのような知識や技能が必要で
あるか気付くことができる。 

学習したことを活用して、教科・科
目の問いの解決法を考えることが
できる。 
実習レポートをまとめることがで
きている。 

学んだ知識や技能を教科・科目の学
習や課題研究で生かして取り組むこ
とができる。 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力 
自分の気持ちや考えを簡単な文に
まとめることができる。 

相手の話を聞いて内容を理解し、そ
れに対する自分の考えをまとめて
伝えることができる。 

異なる立場や考えを尊重した上で、
自分の考えをまとめてていねいに伝
えることができる。 

主体性 

自分が学習などに取り組みやすい
環境や支援してほしいことは何か
を見出し、改善のために先生や友人
に相談している。 

授業や集団活動の中で、誰かが答え
を出してくれるまで待つのではな
く、自分なりの考えをまとめてい
る。 

物事の優先順位を考えることがで
き、それに従って行動できる。 

自己理解 

自己管理能力 

他者の多様な価値観を理解し、自分
の価値観に気付くことができる。 

グループ学習やクラス、行事、部活
動などの集団活動で、自分の役割を
認識し、責任を果たすことができ
る。 

学習をはじめとしたさまざまな活動
で困難な場面や出来事があっても、
それに立ち向かおうと行動すること
ができる。 

ｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ 

能力 

卒業後や将来やりたいことややり
たくないことなどから、自分の進路
希望を考えることができる。 

自分の希望する条件を基に進路先
の候補を調べ、複数挙げることがで
きる(定職者は除く)。 

複数の候補の中から優先順位をつけ
て判断し、受験先や具体的な進路を
決めることができる(定職者は除く)。 

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等 

(

ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り
、
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か) 

基礎学力 

授業毎や学習内容毎に振り返りを
行い、学習したことを整理しようと
している。 

振り返りを基に、わからないことを
残さず、一つ一つ解決しようとして
いる。また、自分に合った勉強方法
を見つけようとしている。 

よりよい結果を出そうと、自分なり
に勉強方法を工夫し、学習や実習に
粘り強く取り組もうとしている。 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力 

先生や友人、来校者など学校で出会
う他者とあいさつしようとしてい
る。 

お互いの得意やよさを認め、助け合
いながら、学習をはじめとしたさま
ざまな活動に取り組もうとしてい
る。 

本や新聞、メディアなどを通じて多
様な考えや社会の動きを知り、視野
を広げようとしている。 

主体性 

先生や友人が何かをしてくれたと
き、それがどんなに小さなことでも
感謝の気持ちを伝えようとしてい
る。 

自分の発言や行動で、周囲の人がど
のように感じるかを考えようとし
ている。 

自分の意見をもちながら、相手の背
景や事情を理解し、異なる意見にも
共感しようとしている。 

自己理解 

自己管理能力 

自分ができることと苦手なことを理
解しようとしている。 

自分ができることを伸ばし、苦手な
ことを改善できるように工夫や努力
をしようとしている。 

希望の進路を実現するために、今の
自分がやるべきことは何かを考え、
計画的に行動しようとしている。 

ｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ 

能力 

可能性を広げるため、今の自分に必
要な力は何かを考え、行動しようと
している。 

成績や資格取得など、自分の目標を
定め、それに向かって継続的に取り
組もうとしている。 

自分の理想を描きつつ、自分の能力
と社会の状況を理解し、自分に合っ
た進路を見出そうとしている。 

 

【生徒／学校の現状】 

１ 義務教育段階の学力に課題がある生徒や、長期欠席・不登校経験者
が多くなってきており、勤労青少年の在籍は少ない。 

２ 学校は落ち着いた生活を送れる環境にあり、多くの生徒が学校生活
に適応している。また、資格取得に励む生徒もいる。 

３ 規則を守ることや指示に従うことなどはできるが、主体性や積極性
に課題がある。 

４ コミュニケーションに課題がある生徒が多くなってきている。 
５ 生徒理解の上にたった、個に応じた適切な指導と成功体験の積み重

ねさせることが必要。 

【教育目標】 

自律：教養を高め、情操と知性との調和を図り、合理的なものの見方や
実践の仕方を体得させる。 
そして、健康で責任感のある自律の人をつくる。 

協調：他人の人格、立場及び意見を尊重する。 
そして、互いに協力し合って社会生活を明るく豊かにする生活態
度を身に付けた協調の人をつくる。 

技術：工業技術者としての基礎的、専門的な知識を修得させる。 
そして、勤労意欲と創意工夫に喜びを見出すことの出来る技術の
人をつくる。 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】 

思いやりの心をもって他者と協働し、その時代に貢献できる社会人 

【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力】 

①基礎学力 ②コミュニケーション能力 ③主体性 ④自己理解・自己管理能力 ⑤キャリアプランニング能力 

【予想される社会の変化】 

１ 人口減少・高齢化の進行による生産年齢人口減少、人口密度低下と
地域的偏在の進行 

２ 情報通信技術(AI 等)の更なる進展による製造業就業者の減少とサ
ービス業就業者の増加 

３ 時間と場所に縛られない新たなビジネススタイル・ライフスタイル
創造の可能性 

【学校像/学校経営計画】 

１ 命と体と仲間を大切にする学校 

２ 生徒一人一人の力を伸ばす学校 

３ 家庭、地域、企業と連携する学校 

４ 定時制工業高校のモデルとなる学校 


